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とおけば，MinR2（！）となるがを求める非線形最小2乗問題とたる．従ってこれをGauss－Newton法
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        一次元ランダムバッキングと角谷の線分分割モデル
                                    伊 藤 栄 明
 一次元ランダムパッキングは路上駐車の問題として知られている．長さんの区間［0，κ］に長さ1の区
間をランダムにつめて行く．最初の区間ムの左端は［O，κ一ユ］上の一様分布により定められる．ム，∫。，…，
ムの区間がすでにつめられていたとすればム。、はすでにつめられた区間にかさたらたい位置から等確
率でえらばれるものとし，長さ1以上のすきまがたくたるまでこれを続けるものとする．長さ1（≧a）以
上のすきまがあるときに限りaの長さの区間をつめることができるというようにモデルを拡張する．こ
のようなモデルを考えるとR6nyi（1958）によって議論された場合，a＝ユ，を特別た場合として含むこ
とにたる．
 a＝Oの場合は次のKakutani（1975）の線分分割モデルと関連している．長さんの線分が后個に分割
されたとする．后個のうちの長さ最大な線分を一様分布によりランダムに分割し々十1個の線分を得る．
このような分割を々＝ユからはじめて，長さ1以上の線分がなくなるまで続けるものとする．このモデル
より得られる線分の個数の期待値は上言己ランダムパッキングにおけるa＝Oの場合に得られる区間の数
の期待値に等しい．a＝Oの場合のランダムパッキングは2進探索木の連続モデルと考えられ，これにつ
いての自然た解析ができる．またa＝0の場合は一次元脆性破壊の確率モデルと考えることもできる．上
記の拡張されたランダムパッキングにより生成されるすきまの最小値工（κ）がん以上である確率
Pr（工（κ）≧ん）を！（々，κ）とおくと1－a≦κにおいて
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